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カンサス大学における

　　教育実習翻度εその改善の動向

・金　　築 修、

蘭、現行教育実習制度の概要

　カシサス大学に若げる教育実習の制度が現行のものとなつたのは1比較的最近のことに属す

る。現行制度の骨格が成立したのは1946～47学年度の前期（9月～1月）であり，その後若千

の小修正を経て1950年度以後現行の制度となつている。同大学における教育学部の創立は1

ユ909年であり，それ以後1946年までの約四十年の間に，教育実習の制度は様々な方式をとつ

て変遷して来ている。それらの様々な変遷の過程を貫いている根本方針は，公立学校の教師だ

らんとする学生に教師にとつて必要な専門的教養を可能な隈り整備して与えようということで∴

あつた（1）。従つて教育実習に従事することの出来る基礎資格についても，実習の期問について

も，その他の様々な実習の側面についても亭初期の寛大な規定から次第に整備された厳密な塩

定ぺと移行して来ている。旧制度と現行制度とを比較した場合の最も著しい相違は，教育実習

の参加資格と実習の場所である・参加資格については後述する。率習の場所の変更はその主走

る理由は大学入学者数の増加に伴う教育実習参加希望著の増カロという事であり，そのために従

前行われていた大学附属めハイスクールにおける教育実習は廃止され、大学から四十哩以内程

の距離にある公立学校を協力学校の名の下に実習の場所として依嘱している。大学附属のハイ

スクールはこのため1950年に正式に廃止された。

　現行の教育実習制度を以下にのべるのであるが芽これを　1芭実習参加のための基礎資栴

五実習の指導管理組織，3実習校，4実習期間及び実習方湯　5実習期間中の指導，
の諾医分ヒ従つてあべる・。

　　1。翼習蓼加のための基礎賓鵜

　始めにカンサス大学教育学部学生の在学中の単位履修について概略を説明しておく必要があ

る。在学四年間に履修すべき総単位数124単位ωの内訳は次の通りである（3）・

　1）一般必修科目…………一∵・…∵一一∵一…。一・……：一…二…∵・54平位

　2）隼許状の牟めρ率職必修科目…・㍗…1・∵一。…1・………一一・一1……∵・・孕

　3）教科のための専門科目………………・・…一舳舳…一・：………一……・……37

　4）全科目に亘つての選択……・・………・。…一w……㍗。∴………一∴・…1…13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　124単位

　教磯科目20単匝の基準的な履修方法として揚げられているものによれば，その20単匝は以

下の如くに配分され・ている。古
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干年前期ぽ㍗意∵llllllllllllll1二二1111111111111111111111二11．1単ポ

　　全、．後　期　教科激育法一ヤ…一一…小小一㍗一∵・一・…㍗・，一一，3，、

　　　　　　　　　　教。育実習一．・∴：…＾・…一∵。……：……＝一…・…∵・…r6

　晒　年　前　期　　学習指導法の評価一一∵÷……∴・・一…一一一一。……一・…一2

　・文は後期学校管理…一い一………一……………・一。；一・…一・2

　　　　　　　　　　教育原理二…一…・…二川…一・一……一一。…・…一…一川2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　20単位

　教育実習を受けようとする学生に要求される基礎資格としてぱ，川第三学年の終りまでに履

修した総単位の平均評点（4）が1・1以上，主専攻科目についてはその総車位の平均評点が1．5以

．上である事一2厳育学部で聴講し所定の単位を履修していること，（三年及び四年の間），が規

定されている・この規定の趣旨は・教育学部以外の学部に所属している学生が免許状に必要な．

一単位のみを履修しても実習には参加でき・ないムいうことである。この事によつセ公立学校にお

午る教科の専門制が確立し・また専門科目の性格を明らかにする事が出来先といわれている。

　　2芭指導管理の組織

　教育学部に教育実習に麗する委員会が設げら牝これが教育実習の計画及び実施上の墓本方

針を決定する。教育実習の実施に当つてはその委員会のメンバーである教授一名が教育実習主

任となり・その下に教生指導教官並ぴに教科の指導教官が配され，これらの人序によつて大学と

しての実芦の指導がなされる・実習が行われ苧現場としての実習校午おいては・学区の教育長・

校長・指導員1及び各教師からなる指導組織が作られ，大学との連繋の下に教生の指導が行わ

．れる。

　　＆実　習　狡

　1946年以前においては殆んど全べての教科の実習授業は大学の附属ハイスクールで行われ

虎・毎週了月∵時間の実習授業を一学期問継続して行う方式であつたが，同一クラスに数人の

茸生が配肖されていた実情から・実際の授業経験の分量は極めて限られていた◎附属学校で過，・

すのは遇一日だけで他の日を大学のクラスや活動に過す事から来る欠陥として学生が学校の運・

皿営や教師の日々の仕事の全体について極めて漢然とした観念を得るにすぎないという事があポ

られている・この欠陥と教育学部の受講者数の増加の傾向とを考慮して，新しい現行制度が考

一牟られる・に至つた・

　現行制度は1大学から四十哩以内にある都市アチソン多カンサス，トビカの夫序の教育長う教

⊥育委員会1学校行政官1指導羊募及び教師たちの支持と協力を得て成立しているb即ち，そ1

れらの都市及び大学所在の市の小学校1中等学校が教育学部学生の教育実習のために学校を＝開

放し1偉長・指導員・各教師が教生の実習授業並びにその他の活動の指導と補佐に当つている、．．

これらの学校を協力学校・その教師を協力教師と呼んでいる（5）。学生ぼ1二れらの協方学校のう
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ち一校叉は数校において実習する。。

　　ム翼習期聞及ぴ実習芳溝

教育学部学生はその第四年次において8遇聞の教育実習期問をもつ。四年生の学生ぼ学年の

始めに教育実習のための四つの組に分けられる。学年の前期即ち秋学期には第一組第二組が歓

育実習を受ける。全学期16遇のうち教育実習は8遇間であるので，残りの8遇間を第三年次

までに履修し得なカりだ教職関係の科目の屈修に充てる。このために特別のコースが設げられ

る。第一組と第二組はこの教育実習の8週間と大学で講義を受げる8遇間を互いに交換する。

即ち第一組が秋学期前牛を教育実習に出る場合は第二組が大学において教職課程を履修する。

次の後牛において交替するという仕組みである。1二の前期の期問中第三第四組は全然教職関係、

のコースは履修しないで，各自の主専攻及び副専攻の教科領域における専門科目を履修する。

そして後期に入つて第一，第二組と第三，第四組が交替して第三，第四組が教育実習に出る。

その場合の前牛後牛の関係は第一，二組の場合と同じである。

　教育実習のための8週間の教生の経験，活動は大別して三つの部分に分れる。8週間の最初

の一週のうち前牛三日はオリェンテーションに充てられる。その三日問のうち二日は教生各鼠

の専攻教科領域における今後7週間の仕事のための集申的な準備に費される。これは大学にお

げる特別な教材研究や，専攻教科の教育法を担当している教官やその他の人々との相談に主と．

して充てられる。他の一日は教生が実習する予定になつている学校の訪間に費される。その学

校で教生は校長，指導員，教師などの職員に紹介され，互いに知り会う機会をもつ。そして第

四目目から実習の日程に入る。

　教生がこれら公立の協力学校で過す7週間の活動のうち，その主なるものは，主専攻の教枠

の協力教師（担任教師）と共に過す1日4時間の授業，及び副専攻の協力教師と共に過す1日

1時間の観察である。これら協力教師はその地域の学校行政官，指導員と大学教育学部の係官

との協力によつて選ばれる。そしてこの協力教師はその勤務校におけるr教育」の講師の資格・

でカンサス大学教育学部職員として任命される。

　この7週間の実習期問の始めの段階では教生ぽ実際の授業の責任はもたされないが，その責・

任は7週間の終りまでに漸次増加する。そして主専攻教科の教師の指導を受げる毎日4時間に

ついてその学習指導の負担の大部分を担当するようになる。副専攻教科については授業は行わ

ないで観察するのみである。

　　5　実習期間中の教生の指導

　実習期間7週間の間に，各教生は担当の協力教師からの不断の指導の外に，少くともご回ぼ

指導員或いは大学の教科教育法の教官の訪間と指導を受ける事となつている。これらの組織的一

な指導の外にジ教生は日々の勤務を通じて校長多他の教科の協力教師なとから，教師にとつて

必要な各種の事務上の，生活指導上の，或いは教科外活動についての知識や経験を学びとる機■

会を与えられる。カペして教育実習の全期問を通じて学校生活の凡ゆる面からの指奪を受け去

のである。
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　教育実習の最後の週である第8週の後牛三日はサ大学におげる追随指導に充てられる・この

期間に教育実習を終えた直後の学生が専攻教科の教育法の教官と賞分の経験や当面した間題に

ついて請合つたり婁教育実習の全体計画に対する評価を行つて，教育実習担当の指導教官に報

告したりする。実地授業に続くごの期問は全実習期間の整理の段階の役割をもち1学生の今後

の研究及び教職への準備のために必要な研究領域を明らかにするのに役立つている・

　以上にのべたところがカンサス大学における教育実習の現状についての概要であるが，同大

学においては：更に現行制度のよりよき充実と改善を目指して研究を行つている。その研究の一

環として，教生が協力学校において獲得する実際経験の性質，程度，更にはその本質について

の興味ある研究がなされうその結果が報告されているので多これについてその概要並びにそれ

から生み出されたところの現行実習制度に対する改善の方策をみてみよう。それによつて現行

制度の向うべき方向が窺われるからである。

　　　　　　　　　　　　二、教生の必要に関する研究の概要

　教育実習期間中に教生がいかなる部面について強く必要を感じたか，またそれがどの程度に

満たされたかという事を如る事は，将来の教生に対して与える経験や活動の内容を考える上に

極めて重要である。このような点からカンサス大学教育実習担当当局が教生のもつ必要の研究

を1950年に行つた。以下にその要点をまとめてみよう。

　研究の目的は，ω教育実習期間中に充されなけ牝ばならない最も本質的な必要を集められ

た意見に基いて決定する事，12）そしてこれらの必要が実際にどの程度充されたかを全様に集め

られた意見によつて知る事，並びに（3）教育実習討画に役立つこれらの必要についての1資料を

集めて解釈する事，であつた。従つて研究の方法としてとられたものは1意見調査票による数グ

ループの意見採集である。

　意見調査票を送付した対象は，カンサス州内の教育長，中等学校長，美術⑧晋楽⑧家庭慈健康

教育の各教科の指導員，ヵンナス大学教育実習協カ学校の協カ教師，1946年秋から1950年春

までの間にカンサス大学で教育実習を終えたもの，1950年秋に教育実習に従事していた教生

の二つのグノレープ（前述の第一組及び第二組）である。その対象の種類別の数は第一表に示さ

れている。このような対象を選定した理由は，これらのグループが教育実習における種々の経

験や活動の実状及びその重要性について妥当な判断を下す事が出来ると思われたからである。

　意見調査票は・どの教科の教生にも全て適用できるような三つの一般区分の下に配列された

75の項目と・中等学校の教科に対応する10箇の特殊区分の下に配された133の項目とからな

つている。三つの般区分は次の如くである。

　1・教生に個人的安定感を与えるのに役立つ経験，活動，、及び発達的特性

　2・望ましい個人的資質の発達に役立つ経験，活動，及び発達的特性

　3・職業への準備及び職業的能力の伸長に役立つ経験，活動，及び発達的特性

　これらの区分及び各項目の選定，用語の選定は教員養戎大学全国ワークショヅプの報告書及

びその他の多くの資料に基いてなされている。また教生が実習において訓練をうける10箇の’
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教科領域恒対応する特蘇区分の項目は1犬学の指導教官の助力によつて作られ淀、（それら項目

の例ぼ後胎のプ回フイ’ル㎏毎られる、）

1調査票の記入方法とその意図は次の如くである。回答者には二つの方法でそ牝ぞれρ項目に

記入させる。調査票に並べられた各項目の左側には：ム：BCの文字があり多右側には数字1参2，3

がある。A遇Oはその項目についての教生の実践の程度を表わし，Aは多く，1Bは普通奪O柱

少いか或いは全くないを表す。1，2奮3はその項目たついての教生としての重要さの程度を表わ

し1は非常に重要，2は1普通う3は重要度が少いか或いは全くないを表わす。夫庚の項目につ

いて二通りめ意見が表わされる仕組になつている。

　各グループヘ送られた調査票の数並びに回答された有劾数圓答率は第一表に示されているり

　　　　　　I第一表

グ　　　ル　　　｝　　　プ

ム　行政職

　L教育長……
　2．校　長一…
　乳指導員一…
　　　　　　計

　　　　有　　効
発送数回答薮回答率

　”．“”　　　　　“．…“．　　　　　148　　　　　　　　63

。．”　　　　　　　　　　．．”“．　　　　179　．　　　　　78

“。…。三一・　　　　　い阯・“　　　　　344　　　　　　　48

　　　　　　　　　　671　　　　189

皿　協力教師
　1固　ト　　ビ　　カ

　2，　カンサスシテイ　“・……・・…・・

　3．その他の市・　……一…一……

　　　　　　計

65

89

22

176一

、0　教職経験をもづ教育実習修了者

　　1③学内実習……’………　’’……’　206
　　2．学外実習一一一…　・…．……　　267

　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　473

D　在学申の教生　一一一……・・一一・一……一。一

全グループの総計

64

1384

36　≡

42

10

88

57

77

134

53

464

43劣
’44

－14

28

55

47

4ポ

50

28

29

28

83

34

　謹　g　ムー3については・発送の宛先不明のものカデ多く・実準よりも遥かに多い調査票

　　　　　が教育長を通して配布された。

　　　○　Cについても宛先不明及ぴ不正確なものがあつたので調査票を受取らなかつたも

　　　　　のが椙当数あるものと考えられる。

返送された調査票について回答の方法の適不適を判定し，有効なもののみを考察の対象とし

ている。次いで集計の方法としては，それぞれの項目に対する二つの応答，即ち，実践された

程度，及び重要度のそれぞれについて平均評点が計算され，夫表の区分毎に或いはグループ毎

にその評点がプロフイルに表わされている。

　この場合実践の程度を表わすABOの評価段階は平均評点の算出のためにそれぞれ1，2，3

という数億を1与えられ狂。重要度の平均評点算串には評価段階の数値1、λ3をそのまム使用

している。従つてある項目についてその実践の程度を見る場合劣・その値が1邊OOlに近い程多く
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実践され，3・00に近い程少く実践されている事になる。重要度についても同様で，ある項目σ

平均評点が1・00に近い程それは重要だと考えられている事を示している。

　結果の考察のために6多7，8頁に一般区分の三つの範囲別に各項目の平均評点表とそのプロ

フイル化したものを掲げた。これらのプロフイルはそれぞれの中に，教育実習期問中の各項目

の実践の程度と重要度とを別々の折線で表示している。数値の少いものほど実践の程度が多・

く，重要だと考えられている事を示している。

　第　二　表　　教育実習期間申当面し、実践し且つ教生に個人的安定感を与えるのに役立つた経験、

　　　　　　　　活動及び発達的特性

項

L担当クラス以外の協カ教官と共に学習場面を指導する

2。学習場面に於て自由と統制の調和を保つ

3．生徒の前で困ることのないように次の能カを発揮すること

　　・）教科の　知識

　　b）必要な技能
　　・）一般常識の広さ

4教生を喜んで迎え、学校内の何処でも気易く居られるような形で協カ学校
　　の全職員に受容れられること

5。あわてるような状況に当面しても、平静を装えるという事をみせる

6．職員、生徒、両親その他成人の間に和やかな人間関係をかもし出す資質を
　　あらわす

7。実地授業開始前の観察の期間に協力教官に何を見るべきか指導を受けること

8。授業時間の前に予め協力教官と案をねる機会を持つ

9。何時授業の責任をもすこされるか予め知ること

10。教生の進歩や問題について協力教官が関心を持つていてくれると感ずること

1L協力教官とどんな聞題でも自由に気軽に語し合える

12。大学の教官から適切有用な指導を受けること

第　；表

覇劉
1籟38

1．23

1，19

1，26

1．34

L27

1．15

1．24

ユ、35

1，28

1，35

1，25

1，15

1．30

実践の程
の平均評烹

1，86

1．73

1，39

1，62

1，71

1．5訟

1．76，

1．8茅

1，92

1．8⑰

1，43

1，47

1，40

1．67

教育実習期間申当面し実践し且つ教生の望ましい個人的資質の発達に役立つた経験、

活動並びに発達的特性

項

1。健康と身体的精神的活カを現わす機敏な態度を示す

2。場所柄に適しい服装、化粧などと共に何時もきれいで清潔な感じを与える

3。もの事の立案や実施に当つて指導性を発揮する能カと意欲をもつているこ
　　とを示すこと

4。方法や手順をうまく適用する能カを示す

5曲如伺なる場合にも可能な最善の仕事をするという関心のあることを示す

6。沢山な人々との数多くの接触を喜んでする

7．集団の中で話のやりとりが出来るということをみせる

8唾どの生徒に対しても平等の尊敬と公平な取扱いを示すこと

9．ユーモアの感覚を発揮する

10。遅進児に対して特に同情を示す

u。なすべきことを直ちに正確にそして信頼のおけるようにすること’

12、他人の感情を害しないように、意見や批判をのべる能力のあるこ一とを示す

13、感情を損ねることなく批判を受け入れること

重要度の
平均評点

1，10

1，12

1，26

1，20

1，13

1，59

1，37

1，10

1，18

1，30

1，09

1，23

1．19

実践の程
の平均評鼠

1，46

1，32

1，70

1，78

1，54

2．OΦ

L75
1，53

1，65

1，80

1専52

1，79

1．54
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第　四　表 教育実習期間申当繭し実践し、且つ教職的能カ及び教職に対するレディネスの発達に

役立つた経験、活動並びに発達的特偉

幡繋奮覇繋
L正しい教育原理についての知識の応用

a）

b
）

c）

d
）

e）

f
）

9）

h
）

i
）

j
）

k）

工
）

lm）

生徒の自然の興味による動機づけ

個人差に対する関心及びそれに対する処置

一つの単元、一学期或は年間に亘る各科目の長期の目標設定に参加する一
こと或は協議を通してそれを理解すること

一日の或は数目間の短期の目標設定に参加すること、或は協議を通し
てそれを理解するこ．と

学習指導日案の作製並びにその効果的な使用

学習経験の系統的発達を利用する

学習経験を統合する

学習経験を評価する

矯正の按術を使う

掲示物を集団の成熟水準に合致させること

事実の知識或は記憶よりも理解を重んずること

生徒の批判的な思考を励ましてやる

意義のある課題宿題を課する

2。教育実習に従事している学校の教育方針や全体のヵリキュラムに対する関
　　心や理解を示すこと

。3。人を理解する事に於て絶元ず生長していることを示す

乱教育理論の応用に於て絶えず生長していることを示す

5．次の点に於て地域杜会の賛源を理解し利用する

　　a）旅行、実施調査等によつて教室経験を豊かにすることにおいて

　　b）民間のクラブ、教会、ボーイスカウトなど学校以外の地域の団体との
　　　　接触によつて地域杜会を理解することにおいて

　　c）両親との接触によつて学校と家庭の関係を彊化する事において

瓜倫理的態度及び実践についての機能的な理解を示すこと

7喝変化gある、興味あるしかも効果的な意志伝達の技術を使う

8。児童及び青隼の生長発達の基本原理の理解を示す技術を使う

9g消耗品や備品についての整頓や効果的な使用や適切な管理を反映するよう
　　工夫する

■O。学習指導の間題を絶えず研究する事に興味を感じていることを示す

ユ1帖次の事による職業的成長に関心をもつていることを示す

　　a）職員会及び委員会への出席

　　b）青門の文献を読む

　　C）専門の各種団庫への加入

■碧．生徒の助けとなる余分の仕事をすることによつて青少年に責任感を示す

■3。教師の事務上、生活指導上、半ば行政上の仕事の若干のものについての知
　　識を得ること

　　a）傭品、消耗晶の発注、請求の手続をやつてみたり、会議を通じて理解
　　　　したりすること

　　b）出席、学業成績、標準テストの結果、健康状態など生徒に関する資料
　　　　を記録したり、通知したり利用したりすること

　　c）特定の生徒に関するあらゆる資料を集めテこり利用したりして事例研究
　　　　を行うこと

■乱教科外清動を指導したり援助したりすること

ユ51実習期間を通じて毎日全日を実習及び関遠のある経験に費すこと

ユ6．主専攻教科の学習指導の経験をもつこと

．ユ7⑤副尊攻教科の学習指導の経験をもつこと

1，23

1，20

1．51

1，44

1．4！7

1，42

1，33

1，40

1、蛆

1，20

1，12

1，18

L16

1．50

五．28

L49

1，55

1．60

1，50

1，34

1臼34

1，23

1，25

1臼30

1荊4⑪

1刮幽
1邊5雲

1も30

1．79

1．42

1萄鑓

1，50

1．ω

1，17

1．56

2．O0

1，91

2．20

1，81

1，84

1邊92

1，96

1，75

2，26

1，77

1，74

1，75

1噛85

2．19

1固81

1邊92

2，35

2．35

2，42

1，82

1芭86

1，95

1．621

1屯跳

1も94
2．04，

2，00

1．76

2，33

1．96

2軸55

1患90

1，53

1邊33

2尋17
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↓軌副専玖教科の幾人かの異つた教師の実践を参観すること 1．61 沼、泌7

帆大学から離れた学校で教育実習をすること 1．45 1．60

20①教育実習の行われる地域杜会に往むこと 1．62 1．8⑭

21・教育実習前に履修を終つて柏かなければならない、教職科目に関連した経　　験のうち教室内外で生徒と共にする経験を実習に先立つてもつておくこと

1，6魯 2固2＆

22生徒指導部、保健部など学校の特別な仕事についての理解をもつこと 1．52 盟。20

23。学習指導の目的に合う教材を作製したり整備したりする 1．19 1．66
2乱通信簿に記入する生徒の成績を決定すること、或はその決定に当つて協力　　教官を補佐すること

1、姐 1．81

25・学習指導を補い且つ豊かにするために視聴覚教材を使うこ一と 1，36 1．8τ

261学期の最初に於て協カ教師のなす必要な編成上の仕事を観察すること 1．57 2．27

271学期の終りに協力教師のなす必要な期末的な仕事を観察すること 1，62 2．30

28・州の生活適応教育計画に参加している学校で教育実習を受けること 1．82 2．31

29・カリキユラムの改訂のための立案を補佐すること 1，80 2．60

3臥自習室の指導或は指導の補佐をすること 1．99 2．63

18、副専攻教科の幾人かの異つた教師め実践を参観すること 1．61 2、碧7

プロフイル1　　（第二表参照）
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4L4み43頁ヂ表ゐ検討から細られることは次の辛うな事である・

工　実践の程度に麗する各項目の平均訊点は重要度の平均諦亭より多少多や（即ち重要陸が認

　められている割に実践がなされていない）という傾向がある。

ム　実践の程度に麗する各項目の平均評点が重要度のそれと同じ傾向をもつて変化している。

　　（折線の変化の形の相似によつてそれがわかる）

ふ　調査票の三つの一般区分を綜合的に考察すると，ミ教育実習期間中に当面し実践したうそし

　て望ましい個人的資質の発達に役立つ婁経験1活動多及び発達的特性、を扱つている第二部が多

　全応答者から他の二つの部のいすれよりも大きい重要性をもつと見られていることがわカ、

　る・このことはプロフイル2の実線とプロフイル1，3の実線を比較する事によつてわかる。

4・プロフイル1の重要度についての平均評点をみると，全ての項目が重要と考えられ，平均

　評点1瑚或はそれ以下となつている。プロフ・イル1の項目のうち最も重要なものを重要度

　の順に列挙すれば次の通りである。

　a川on　さ協力教師ととんな間題でも貞由に気軽に話合える事ミ

　b・No・5さあわてるような情況に当面しても平静を保てるという事を見せる。ミ

　αNo・3a、生徒の困る事のない程度に教科についての知識を示す事。ミ

　乱No．6さ教職員，生胞両観：，他の成人の間に調和ある人間関係をかもし串す資質をあら

　　　　　　わす事。ミ

　e芭No．2ミ学習場面において自由と統制との調和を保つ事。ミ

芯　プロフイル2の各項目の平均評点を考察すると，No．6のさ沢山の人と数多くの接触を喜

　んでする事ミを除く他の全項目は極めて重裏である事を示して1．31或いはそれ以下の平均

　評点となつている。

　重要度の順に重要な項目を挙げると：

　a川oユ1ミなすべき事を直ちに，正確年，信頼できるようにする事。ミ

　b・No8さどの生徒にも平等の尊敬と公平な取扱いを示す事。ミ

　c．No．1さ健康と身体的糖神的活力を表わす機敏な動作を示す事。ミ

　＆No．2さ場所柄に適した服装，化粧などと共にいつも縞麗で清潔な感じを与える事。ミ

　e　No5、かなる場合にも出来る限りの最善の仕事をするという閨心のある事を示す事。ミ

吃．プロフイル3の重要度俸関する平均評点を考察するとう各項目のうち18項目は平均評点一

　1．50～”8と在つており書残りの30は平均評点1軸50となつている。

　最も重要な項目をその順に示せばl

　a．N・1kミ事実の釦識或は記慮よりも理解を重んする事。ミ

　b川oユ6　さ主専攻教科で学習指導の経験を持つ事。ミ

　c．No．11m、意味のある課題宿題を課する事。ミ

　d・No．1iさ提示を集団の成熟水準に合致させる事。ミ
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　e舳No・1エミ生徒の批判的思考を刺戟してやる事。ミ

　丘No23　ミ学習指導の目的に合う教材を作製し整傭するごと。ミ

　績果の考察についてぼζの外それぞれのプロフイルの分析的な考察や婁異なるグループ間の

評点及びプロフイノレの差違の比較などがなされなければならないが，紙数の都合で以上の全般

的な傾向の叙述にとじめる。上述したところのみによつても最も重要と考えられる教生の経験

的必要についての概略の傾向は窺い知る事が出来るであろう。

　　　　　　　　　　　　邑教育実習改善のための方策

　これまで述べて来だ教生の必要に蘭する研究の結果に義いて，幾つかの改善の方策が提出さ

れた。本来この研究はヵンサス大学の持つている教育実習計画に特別の関連をもつているので，

提出された改善方策の大部分はこの特定の実習計画に関与している大学の教育実習管理主任，

指導教官，教育学部の運営に当つている人々，協力学校の校長及び指導員並びに協カ教師など

の人序に対してなされている。しかしながら提出された改善方策の一部及び他の勧告のより広

い応用は一般に教員養成に携わる人々及び特に教育実習の改善に関心をもつ全ての人々にとつ

ても有用であると思われる。以下にその改善のための方策として提出せられているものを列挙

してみよう。

1曲他の研究機関がこの研究によつて得られた資料に基づいて更に彼等の教育実習計画に麗す

　る同様な研究を行う事。これによつてより広い規模と基盤に立つ研究がなされる事となり，

　その結果としてより信頼できる教生の必要に関する資料が作り出される事となる。

2。　この研究の結果を1基として，また他の場所から得られた資料に基いて，ヵ1・サス大学教育

　実習主任が教育実習実施のために必要な三つの手引きを作る事。三つの手引きとは，一つは

　カンサス大学教育実習管理指導の委員会に参加しているメ1・バーの使用に役立てるためのも

　のであり，一つは同大学学外協力学校実習計画に協力する各公立学校の協力教師のために教

　生指導の実際についてか㌧れるべきであり，第三のものは教百実習に従事する教生のために，

　教育実習の必要な1諾側両について教生の手引きとなるべきものである。

3。ヵンサス大学教育学部は学夏期（6）に教生指導に関する特別の講座を開設する事。この講

　座を，同大学学外協力学校教育実習計画に協力している公立学校の協力教官が受講するよう

　な奨励策が講ぜられるべきである。この講座を持つ事恒よつて異つた協力学校及び協力教師・

　の間の教生指導上生じてくる様々な差違を平均化する事が胎来，また協力学校や協力教師の

　指導上の能率を高める事が出来ると予想される。

4。　この研究によつて発見された事柄に基いて，教育実習に関する評価の方法及び手臓が作製

　される事。

ふ　カニ・サス犬学の教育実習の指導教官が，現行実習制度の長所，短所を1各種の学校及び教科

　について分析する場合に，この研究の結果の中に報告されているプロフイルを利用する事。

　それらブロフイノレが提供する種々の要素は茅間題の発見及び解決の端緒を捉える上に役立つ
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　であろう。

＆　カンサス大学教育挙部がその教員養成のための全俸計画の他の倶噛について研究する事。

　教育実習は将来教師になろうとする者のために規定されている様々なコースや経験の総体系

　の僅かな一部をなすにすぎない。この研究は教員養成計画の教育実習に関する側面につい

　て，改善の先めの幾つかの遺を指摘しているのである。教育学部のカリキユラムの他の部面

　についての色兵な研究は，この研究と相侯つて，教員養成の全体計両の様々な長所，短所を

　発見するのに役立つであろうしまた教員養成のヵリキュラムの改善に資する多くの有意義

　な知識の発見へ導くであろう。

π　教育学部が，就織第一年目の教職にある全ての新卒業生に対して追随指導の計画をもつ事。

　この計画は次にのべるような色々の点に着い七極めて有益である。

　11）追随指導は新任教師が始めて経験する教育の実際場面に適応していく上において持つ間

　　題の解決に役立つ。

　12）追随指導は新任教師の能力を高める上での有力な援助となる。その事によつて新任教師

　　が配置されている学校に大きなプラスとなる。

　13）追随指導は新任教師の指導を契機として各公立学校と大学の爵係を改善するのに役立つ

　（4）追随指導を通じて，大学の教育実習の計画，実施方法及び大学の教員養成のカリキュラ

　　ムの他の側面を改善していく上に役立つ色々な附随的な資料を得る事が出来る。

　改善策の実施の状況については茅上述した改善方策の第2の項に指摘されている教育実習の

だめの三つの手引きの原案となるものが作成されている（7）、第7項の追随指導についてもカン

サス大学の教員養成計画の側面を継続的に改善するために役立つ資料を集めるという観点から

計画されつふある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　後　　　記

　以上ヵンサス大学における教育実習制度の概要と，その改善のためになされた研究の概路を

のべ先。これは筆着の留学しだ同大学における教育実習主任から得た一ごの文献とその主任と

の面接によつて釦り得た資料に基いてまとめたものである。米国におげる教員養成大学の教育

実習制度を知るためにはう幾つかの典型的な事例を集めて相互の比較研究を試みる必要がある

のであるが，筆者の入手できる資料を以ては未だそのような研究をするに足るだけの準備が整

わないので，今はた£カンサス大学における一例を研究の素材として記録しておくにと史め

る。な拾ヵンサス大学の教育実習制度自体についてもより多くの資料に基いてその詳紬が明ら

カ北される必要があるが，必要な資料が入手できなかつたので午のような概要にまとめる結果

となつた。
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観　（1）　Uniye蝸並y　of　Ka皿s蝸：Buuetin　of　Ed．uc批io叫VoI．6　No．2茅W虹ter　I鮒1〕e，Feb。，1952

　　ω　この場合の単位とはユcredit　hOu・をいう。1credit　h㎝rは週1時間の講義、或は3時間の実習な

　　　どを1学期間（16週）に亘つて履修する事を意味する。

　　（3）内訳に上げた科目の分類及びその性格はわが国の大学に抽けるそれとは多少異るが、比較的近似し

　　　た性格があ一るので科目の名称は現行のわが国の大学におけるものを充ててみた。

　　14）この場合の評点とは、各コースについて学生に与えられる成績評価の段階ム、遍、C，Dに対応す

　　　る評点であり、Aに対して3点、Bに2点、0に1点、DにO点の評点が与えられる。従つて平均評

　　　点とは履修科目の総評点を科目数で除したものである。

　　（5）協カ学校の数は資料不備のため不明である。

　　（6）夏学期は7月上旬より8月下旬に至る8週間に亘つて行われる大学の正規の課程であるが、学生の

　　　夏期休暇と併行しているので、大学院学生で学位に必要な単位を短期間に履修しようとする者、余儀

　　　ない事情で単泣不足となつた者、或は現職教員などが多くこの学期を利用する。

　　（7）この手引きの原案は入手できなかつたのでその内容を明らかにする事が出来ないがその趣旨は改善

　　　策の第2項に掲げられている通りである。

　参　考　費　料

　　　カンサス大学の教育実習制度については

　　1・Ka醐sTe・・her，Ml…h，ユ948

　　2・　UniマG蝸ity　Buueting　UniYersi尤y　of　K狐s鯛；ユ953－54

　　の外全大学の教育実習主任に筆者が直接面接して得た資料に基いてのべた。

　　教育実習改善のための研究については、

　　3・Uni▽e蝸ity　of　Kansas　B口11etin　of　Education，yo1．6g　No．2，Feb．，1952によつた。


